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 新しい年が始まりました。今年もどうぞよろしくお願いします。 

「お正月」の「正」の字には「ただしい」という意味のほか「あらたまる」という意味もあります。ですから「正

月」とは年があらたまった月、１年の最初の月という意味になります。 

新しい年がみなさんにとって良い年でありますように。そして、今年もたくさん本を読んでほしいです。 
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 『さくらいろのりゅう』 

町田 尚子(作) 

発行：アリス館 

むかしむかしひとりの

むすめがいました。むす

めはいつもひとりぼっち

でした。はじめてできた

ともだちはりゅうでした。 

りゅうとコイシ（むすめ）

のこころやさしいはなし

です。 

『おぞましいりゅう』 

デイヴィッド ウィーズナー＆キ

ムカーン (再話) 

デイヴィッド ウィーズナー (絵))

江国 香織(訳)  

発行：BL 出版 

魔女によって、おぞましいりゅ

うに変えられてしまったマーガレ

ット姫。兄、リチャードは、姫にか

けられた呪いをとくことができる

のでしょうか。 

今年の干支は辰（たつ） 
この時期に人気になるのが、干支の動物です。 

 2024 年（令和 6 年）は辰年です。動物にあてはめると竜（龍）ですが、竜は十二支で唯一の想像上の

動物なので、わからないことも多いと思います。 

辰年には、天高くのぼる竜のように「運気の上昇」「景気が上向く」などといった意味が込められている

ようです。竜は実際には存在していない生き物ですが、本の中にはたくさん登場しています。 

そこで、竜が登場する本をご紹介します。 

『まゆとりゅう 

やまんばのむすめまゆのおはなし』 

富安 陽子(文) 

降矢 なな(絵) 

発行：福音館書店 

きたのおやまには、やまんば

かあさんとまゆが住んでいまし

た。ふたりは竜にのって春一番

の雨を降らせます。 

『写真で読み解く 故事成語

大辞典』 

三上英司（監修） 

発行：あかね書房 

竜の漢字を使った四字熟

語が絵や写真つきで説明し

てあります。また、東洋の竜

と西洋の竜（ドラゴン）の違い

の説明もあります。 

他にも、『エルマーとりゅう』『たつのこたろう』『りゅうのめのなみだ』などたくさんあるので 

ぜひ図書室で借りてほしいです 
 

https://www.hanmoto.com/bd/search/publisher/BL


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     

   

 

 


